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ハ イ ブ リ ッ ド
要素混合の特徴」が認められる。
　b-1で、「大交易時代」のピークが15世紀半ばまでにあることを指摘している点は評価




























































































1612年に琉球の貢期が2年 1貢から 10年 1貢に減らされてしまう」。幕府は、「福
ふっけん
建ルー
ト」も模索したが、成功しなかった（P.177）。
　また、少し時代をさかのぼって、「九州と華南を中継する琉球の役割」に触れている。
まず、「16世紀なかばの大倭寇の時代から、海禁を冒して西日本、とくに九州に渡航する
中国人商人の船が急増した」こと、「やがてかれらは港町に居留地を形成して貿易活動を
展開するまでになる」ことについて述べ、次いで、1541年には豊
ふん
後
ご
の神
じんぐう
宮司
じ
浦
うら
に、「大明国」
の「商
しょう
 賈
こ
80余名が漂着して、「かれらの希望により琉球経由で帰国させた（『朝鮮中宗実
録』）。これはおそらく意図的な漂風でかれらは福建～琉球～九州のレートで密貿易にいそ
しんでいたのだろう」と述べている。さらに、「慶長元年（1596）、明渡航をもくろんで
大隅半島東岸の内
うち の うら
之浦を訪れた儒者藤原惺
せい
窩
か
」の得た情報から、「当時内之浦の湊役人を
勤めていた海商竹下宗
そう
怡
い
は、明人との貿易を営むかたわら琉球にも妻子を置いていた（「南
航日記断簡」）」ことを述べている。もう一つ、「天正9年（1581）から同18年にかけて、
島津義久から〈根
ね
占
じめ
湊小
こ
鷹
たかまる
丸船頭〉に宛てた琉球渡海朱印状が5通残されている（『旧記
雑録後編』「樺山資之家記並日記」「町田氏正統系図）」ことを述べている（P.181-183）。
（9）
　第5章のうち、「近世日本の〈4つの口〉」においても、琉球に触れ、次のように述べて
いる。「薩摩藩の石高には琉球の分がふくまれており、その意味で琉球は幕藩制的知行体
系に組みこまれていた。しかし琉球王府は、薩摩藩の監視を受けながらも、独立の国家機
構を維持して国内の人民支配を実現し、中国に対しては独立国として冊封関係をもちつづ
けた。これは〈異国〉を従える雄藩であることを誇示したい薩摩藩と、中国との交渉に中
琉関係を利用したい幕府との、思惑が一致した結果だった。それだけに、右のわくぐみを
幕府が一方的に変更することは不可能であり、その結果琉球人が自己を〈日本〉の一部と
する意識は育ちにくかった。幕府倒壊の過程で、琉球の一部知識人が清の側につこうとし
たことは、幕藩制のもとで琉球のおかれた二重の位置づけを照らしだしている」（P.206）。
　本格的なコメントは残しておくが、①「琉球王府」が「独立の国家機構を維持して国内
の人民支配を実現し」ていたこと、については、その「国家機構」が地域と人民の支配を
どのように支配していたかの検討が必要であろうと考えるが、②幕府・薩摩藩の支配のあ
り方から「琉球人が自己を〈日本〉の一部とする意識は育ちにくかった」という指摘には、
好感をもって賛意を表したい。
　さらに村井は、この章の末尾、すなわち本書の末尾でも、「琉球 ―幕藩体制下の〈異国〉」
を掲げて、次のように論じている。①「16、17世紀の代わり目、アジアの大変動のなかで、
…もっとも大きな変転を体験した国だった」。具体的には、②島津氏の勢威拡張、③その
秀吉への屈伏、④島津氏は「以後、統一権力のうしろだてのもとに琉球に臨むようになる」
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こと、⑤秀吉の朝鮮出兵のさいに「島津氏を通じて軍役を負担させられた」こと、それは「も
とより琉球の望んだことではなく、琉球は…表裏の態度をとりつづけた」こと、に触れて
いる。⑥「秀吉の死後、島津氏は琉球の併合をねらって、とりあえず家康に奄美群島征服
の許可を求めた」こともあったが、⑦ついに「家康の許可をとりつけて、慶長14年（1609）
に 3000の兵で琉球に侵入し、尚
しょうねい
寧王を虜にした。この事件以降を琉球史の時代区分で〈近
世琉球〉とよんでいる」。　⑧琉球の「抵抗の規模は小さかった」。⑨これにより、「琉球
王国の独立性は大きく損なわれ」た。また、「琉球は幕藩体制下の〈異国〉という二重の
性格を付与された」（P.211-213）。評者は『それからの琉球王国』第6章第 2節で論じた。
　⑧の点については、3つの理由を挙げている。「（1）ヤマトへの親近感、外国という意
識の薄さ、（2）ヤマトとの交易ルートを薩摩におさえられたこと、（3）大交易時代の繁
栄を謳歌したのは王家を中心とする支配層と中国系商人層にかぎられ、その陰できびしい
生産条件に束縛された農村社会とのギャップは、ひろがるばかりだったこと」。（1）は、
村井のほぼ一貫した観点であり、これまであまり論じられてこなかったことである。（2）
は、すでに経済的には薩摩の支配に屈していたということであろう。（3）は、「大交易時
代の繁栄」がこのころまで続いていたわけではないので、少し論点がずれている感がある。
いずれにせよ、当時の「農村社会」が懸命に対島津戦を戦う状況になかったことは、指摘
のとおりであろう。
（10）
　以上、本書の琉球関係の記述を拾って、簡単なコメントを加えてみた。日本中世史の記
述については、評者にコメントの能力はないが、関係文献を評者なりに渉猟してきての感
想としては、現在の研究水準の最高レベルにあると感じている。
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